
 
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

図書だより１月号 
姫路東高等学校 

図書館 
R５．1．１１ 

新着図書  
 

栞と噓の季節 米澤穂信 

20歳のソウル 中井由梨子 

イノセント・デイズ 早見和真 

小説の神様 相沢沙呼 

いなくなれ、群青 河野裕 

紙のピアノ 新堂冬樹 

むかしむかしあるところに、死体が

ありました。 

青柳碧人 

オール1の落ちこぼれ、教師になる 宮本延春 

  

１月の休館日 
                

 
 

 

 

クラス対抗   

図書貸出数ランキング 

 

1位 １年１組 （１１６冊） 

2位 職 員 組 （ ８０冊） 

3位 １年５組 （ ５９冊） 

4位 ２年２組 （ ４５冊） 

５位 １年４組 （ ３１冊） 

 

 Ｂｅｓｔ５！ 

 

       第４回姫路城学「姫路城の歴史と千姫」  12月 19日（月）  
 

 お話の前半は、姫路城の築城の経緯についてでした。関ヶ原の戦いの翌年から建設が始まった姫路城は、徳川

家康が戦いの際、毛利氏や島津氏が西から攻めてくるのを防ぎ、また大坂の豊臣氏を睨んでおくという役割を担

っていました。そんな姫路城が世界遺産に登録される美しさも持ち合わせるのは、徳川政権のもとで平和な世の

中を目指す役割も持っていたからなのです。 

後半は千姫の生涯、そして彼女を取り巻く徳川家や豊臣家のお話でした。家康の孫の千姫は、最初の夫の豊臣

秀頼との死別後、本多忠刻と再婚し、約１０年間姫路で暮らします。講師の黒田美江子さんによると、彼女の７

０年の生涯のうち姫路での１０年が最も華やかな時代だったそうですが、彼女がそう思っていたなら嬉しいで

す。 

全４回の姫路城学を通して、今姫路城があるのは様々な時代で姫路の人々に愛され、守られて続けてきた結果

だと知りました。今後も姫路の宝の下で学校生活を送ることができる環境に感謝を忘れないようにしたいと思い

ます。 
 

～参加者の感想～ 

・なぜ姫路にお城が建っているのかなと何度か思ったことがあるのですが、 

今回のお話で毛利氏や島津氏を止めるために姫路に建てたと知り、とても腑 

に落ちました。 

・千姫が姫路で暮らした10年が、千姫にとって最も幸せな時だったと知っ 

て姫路市民として誇らしくなったのと大阪で悲しい思いをした千姫が幸せに 

なることができてほっとしました…。ぜひ大河ドラマになってほしいです。 

なったら絶対見ます‼                 （記事作成：長井さん 編集：松盛さん、三木さん） 

 

 

  

 祝 

 

ビブリオバトルや読書感想文で入賞した作品

の題材となった本がたくさん入りました。 

この他にもライトノベルが多数入っていま

す！ 

寒い日が続き、家で過ごすことも多くなるこ

の季節。読書タイムを作りませんか？ 

 

 

 

（４月８日～1２月2３日） 

 


